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金
滞
官
践
志
巻
十

川
へ
の
け
、
織
地
に
賞
り
候
者
と
鑓
合
せ
首
捕
り
た
り
。
背
木
煩
母

存
知
候
。
叉
越
中
小
尚
之
城
を
景
勝
模
攻
、
初
而
町
を
破
り
し
時
、

門
口
に
て
鑓
を
合
せ
、
我
等
鑓
突
折
候
。
共
日
の
心
懸
‘
景
勝
内
河

田
忠
兵
衛
・
嶋
津
左
兵
衛
見
央
候
へ
ど
も
、
雨
入
共
相
果
候
。
文
越

後
柴
田
因
幡
、
景
勝
へ
敵
た
い
仕
時
、
入
一
幡
と
申
所
に
て
合
戦

F

之
、
首
一
つ
捕
る
。
景
勝
内
小
倉
民
部
・
山
先
五
有
術
門
存
知
候
。
又

柴
田
之
地
落
城
之
時
、
於
a
本
丸
-
山
中
と
申
者
討
捕
る
。
景
勝
内
西
村

兵
部
・
大
肥
僻
宿
衛
門
存
知
候
。
叉
武
裁
八
王
寺
之
披
資
之
時
、
首
捕

候
。
景
勝
内
須
悶
七
太
夫
・
返
部
惣
衣
郎
存
知
候
。
又
出
mm
の
仙
北
御

検
一
地
之
刻
・
大
谷
刑
郁
少
輔
家
来
原
岡
又
右
衛
門
と
申
仁
と
、
我
等

高
寺
と
申
所
に
罷
有
、
一
挨
起
り
候
に
付
高
寺
を
の
き
候
慮
、
高
寺
禄

十
郎
衆
か
a
h

り
、
原
問
叉
右
衛
門
を
馬
よ
り
突
落
し
候
廃
を
、
我
等

騎
馬
を
入
候
て
叉
右
衛
門
を
助
け
候
。
刑
部
殿
被
a

聞
召
一
拙
者
被
自
由
召

寄
一
道
服
を
被
v
下
。
景
勝
内
岩
井
備
中
被
v
存
候
。
と
あ
り
。
右
原
釆

女
の
子
孫
絶
え
た
る
か
、
今
共
の
子
孫
た
し
と
云
ふ
。

。
大
橋
新
左
衛
門
侮
儲

新
左
衛
門
は
、
本
多
安
易
守
政
重
の
家
士
、
家
総
百
石
に
て
武
功
の

士
た
り
。
一
見
和
二
年
の
武
功
書
に
云
ふ
。
新
左
衛
門
、
本
闘
越
前
。

大
夫
氏
康
、
七
哉
の
三
郎
を
人
質
と
左
し
越
後
へ
逸
る
。
謙
信
我
が

子
に
す
べ
し
と
て
、
天
正
元
年
正
月
上
杉
三
郎
景
虎
と
名
乗
ら
せ
‘

外
甥
景
勝
が
妹
に
妻
せ
け
り
。
謙
信
卒
す
る
時
領
闘
ど
も
を
二
分
に

分
ち
.
景
虎
と
外
甥
の
長
尾
喜
平
次
景
勝
陀
譲
る
。
謙
信
卒
し
て
百

日
を
臆
宇
し
て
、
景
虎
・
景
勝
克
に
閣
を
争
ふ
。
同
年
四
月
廿
日
軍
起

り
、
景
虎
打
負
け
て
春
日
山
の
披
を
去
り
.
上
杉
憲
政
の
御
館
菩
駄

川
へ
携
行
き
、
景
勝
が
方
人
せ
し
家
子
郎
等
、
愛
か
し
と
の
披
々
に

楯
筒
り
て
職
ひ
止
む
事
な
し
。
天
正
七
年
正
月
晦
日
景
虎
が
額
み
切

り
た
る
侍
大
勝
北
僚
丹
後
守
討
た
れ
し
か
ぽ
‘
景
虎
御
舘
に
も
た
ま

り
か
ね
‘
同
三
月
鮫
が
尾
の
披
K
落
行
き
、
袋
を
も
同
じ
く
攻
防
帰
さ

れ
‘
景
虎
腹
切
っ
て
死
す
と
あ
り
。
右
争
識
の
頃
武
功
を
類
し
た
る

趣
を
ぽ
.
前
線
高
名
寄
に
書
載
せ
た
る
も
の
也
。
北
保
丹
波
は
丹
後

の
潟
し
競
り
・
な
る
べ
し
。
又
上
保
入
選
方
に
居
た
る
時
、
越
中
小
出

d
慨
を
攻
め
高
名
せ
し
時
の
事
は
、
岡
本
多
安
易
守
家
士
原
釆
女
之
武

功
書
に
も
、
越
中
小
出
之
裁
を
景
勝
被
v
攻
、
初
て
町
を
破
候
時
、
門

口
に
て
錨
を
合
せ
‘
我
等
鑓
突
折
候
。
共
日
之
心
懸
景
勝
内
河
悶
忠

一
三
街
・
嶋
津
左
兵
衛
見
央
申
。
と
あ
り
。
三
州
志
故
嘘
考
K
.
小
出

一
按
。
鹿
按
考
作
a
小
井
乎
吋
在
日
越
中
園
新
川
郡
下
僚
郷
小
出
村
領
ゴ
+

・
を
滞
古
蹟
志
血
管
十
二

‘・. 

四

初
上
杉
議
殿
に
署
、
景
勝
と
景
虎
と
の
弓
矢
に
相
成
、
六
月
朔

自
に
善
光
寺
表
に
て
首
一
つ
捕
り
た
り
。
翌
二
日
に
八
幡
表
に
て
北

保
丹
波
有
死
の
刻
も
、
首
一
つ
討
取
り
、
共
袈
三
日
に
も
首
一
つ
捕

.
!
た
り
。
雨
自
の
走
廻
り
高
名
仕
に
付
、
景
勝
よ
り
感
放
を
被
v
央。

此
様
子
は
越
後
に
罷
在
坂
井
九
郎
兵
衛
と
申
者
存
知
居
候
也
。
叉
同

弓
矢
之
内
鎚
合
候
事
三
度
。
一
度
は
春
日
山
土
居
下
に
て
江
を
隔
つ

る
也
。
一
度
は
右
之
口
の
す
ゑ
、
是
も
江
を
隔

τ
Lた
り
。
一
度
は

大
ぽ
純
手
に
て
也
。
如
v
此
走
廻
り
候
付
‘
加
増
被
v
央
候
。
是
も
布
坂

井
九
郎
兵
衛
存
知
居
候
。
叉
越
後
三
僚
紳
餌
小
次
郎
所
に
罷
有
時

分
‘
首
三
つ
捕
り
た
り
。
一
つ
は
景
勝
第
a
武
見
-
罷
出
、
風
間
と
申
者

を
討
捕
候
へ
ば
、
景
勝
陣
所
へ
夜
討
に
出
候
付
て
‘
町
曲
輸
磁
り
候

時
、
討
取
り
た
り
。
此
段
信
濃
に
罷
在
る
今
泉
奥
助
と
申
者
存
知
居

候
。
叉
上
保
入
道
方
に
罷
有
候
時
、
越
中
小
尚
之
披
を
景
勝
攻
被
v
申

時
、
致
昌
夜
懸
一
生
捕
堂
入
、
小
出
之
披
攻
口
調
之
洩
み
を
宥
よ
り
見

候
て
、
我
等
案
内
仕
り
、
上
僚
は
最
前
に

τ梁
取
申
候
。
此
様
子
上

錦
織
に
罷
有
、
左
右
と
申
兵
法
づ
か
ひ
能
存
知
居
候
。
と
大
橋
新
左

衛
門
自
分
に
寄
載
せ
た
り
。
按
宇
る
に
、
右
上
杉
三
郎
殿
と
い
へ
る

は
景
虎
が
事
也
。
藩
翰
組
問
に
、
上
杉
謙
信
元
砲
元
年
の
春
北
保
左
京

地
也
。
天
正
八
年
佐
々
成
政
の
部
持
久
世
但
馬
居
す
。
九
年
神
保
・
佐

々
一
等
信
長
公
の
馬
揃
に
各
主
京
す
る
庭
、
共
震
を
伺
ひ
、
三
月
六
日

河
田
盟
前
松
倉
披
に
於
て
調
略
を
以
て
越
後
よ
り
長
尾
喜
平
吹
景
勝

を
呼
び
越
し
大
将
と
注
し
、
同
月
九
日
に
小
出
携
を
囲
む
。
此
の
事

同
月
十
五
日
朝
信
長
公
松
原
馬
場
に
て
聞
き
給
ひ
、
印
ち
先
鋭
と
し

て
越
前
衆
不
破
・
前
問
・
原
・
金
森
・
柴
悶
等
に
眼
を
賜
ひ
‘
夜
を
自
民

縫
ぎ
て
越
中
へ
馳
せ
往
き
‘
同
月
廿
四
日
佐
々
成
政
六
渡
寺
川
を
越

内
占

w
v

え
‘
中
郡
の
中
岡
へ
馳
清
け
ば
、
長
局
喜
平
次
・
河
悶
盟
前
小
出
を

引
梯
ひ
、
成
願
寺
川
・
小
出
川
を
越
え
人
数
を
引
入
る
L
由
.
太
悶

和
泉
守
日
記
に
見
ゆ
と
い
へ
り
。
前
頴
武
功
書
共
に
載
せ
た
る
越
中

小
出
裁
に
て
の
戟
功
を
瀬
し
た
る
は
、
此
の
時
の
事
也
。
さ
て
大
橋

新
左
衛
門
が
子
訴
は
世
々
連
綿
し
‘
馬
場
町
民
居
住
せ
し
か
ど
.
子

孫
大
橋
良
徳
共
の
地
を
退
去
す
と
云
ふ
。

。
樋
回
一
惣
左
衛
門
侮
脂

惣
左
衛
門
は
.
本
多
安
易
守
政
重
の
家
士
、
山
県
総
百
五
十
石
、
武
功

の
士
た
り
。
元
和
二
年
の
武
功
番
に
一
式
ふ
。
樋
口
惣
左
衛
門
、
本
図

上
野
。
北
上
野
あ
そ
野
よ
り
胤
候
小
淵
勘
助
と
申
者
を
討
捕
り
、
只

今
本
多
大
馬
に
罷
有
小
鼓
大
串
存
知
候
。
又
伊
豆
之
韮
山
へ
在
香
に

五




